









































































































































































保険利益 → 契約で対象とする被保険利益の明確化 → その利益の経済的評価額（保
険価額）の算出 → （利得禁止原則等による制限）→ 保険価額に照らした損害てん補」
となる。一方、本論文で示した理論によれば、契約の有効性と給付の態様規整は切り離し
てよい問題となるので、考え方としては、契約締結時においては、「てん補対象とする損害











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 11 章 損害保険における付帯サービス
損害保険の商品には、各種のサービスが付帯されている場合が多い。付帯サービスは、
競争市場における戦略上重要で、多くの実例がある。付帯サービスについては法律にも規
定がなく、保険給付との関係についても明確になっていない。ヨーロッパ保険契約法原則
やイギリスの保険法の文献でも、この問題は特に解説されていない。本章では、損害保険
において提供される各種サービスについて、損害保険の損害てん補の本質の理論を利用し
て、その位置付けを明らかにするものである。
本章では、最初に、実際に提供されている各種サービスを紹介し、それらについて、発
動要件、保険金との関係、実施主体、利用料の切り口から類型化した。続いて、サービス
と損害保険の保険給付の関係を明らかにするために、サービスとは何か、保険給付とサー
ビスの関係、現物給付の本質等を損害てん補とは何かという点から考察を加えた。考察に
おいては、損害てん補原則と利得禁止原則を利用して、損害てん補原則が適用される損害
保険給付の対象と認められるサービス、利得禁止原則の範囲内で保険給付の対象と認めら
れるサービス、保険給付とは別の制度におけるサービスに分けて、規律を適用させていく
方向性や留意すべき事項を示した。
本章は、本論文で示した損害保険の理論が、新たな問題を解明していくうえでも有益で
あることを示すものである。
終章
終章は、本論文によって明らかになったことと、残された課題を示すものである。
本論文では、損害保険における損害てん補という本質論について、過去の論争、現在の
学説、実務などを踏まえて理論を考察し、そこから導かれることを仮説として示した。ま
た、ヨーロッパ保険契約法原則を利用してヨーロッパにおける研究の方向を確認するとと
もに、イギリス法を詳細に研究して比較を行って、考察すべき論点を明確化して考察を深
めた。その結果、損害保険の損害てん補は、保険制度としての給付態様であり、保険制度
としての経済合理性と利得を排除する社会健全性に基づいていることを明らかにした。し
かし、この方式は、利得禁止という限界線を示すものではなく、利得禁止原則の範囲内で
任意性がある方式であることを示した。また、損害てん補の法理論は、有効な契約の前提
となる被保険利益の存在の問題とは切り離して理解することが適切であることも示した。
この考え方は、伝統的な損害保険の契約理論とは異なるが、イギリス法やヨーロッパ保険
契約法原則とも調和し、かつ、保険法の条文とも整合的であることを示した。加えて、こ
うした理論のフレームワークは、損害保険における具体的制度の各論においても調和する
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ことを示し、更に、付帯サービスといった新たな事象に対しても、この理論を利用して説
明できることを示した。
本論文の理論に基づけば、利得禁止という枠組みの範囲内においては、損害てん補の対
象たる損害の概念は柔軟であってよいということになる。更に、物・財産保険における定
額方式の給付も、その給付の内容が柔軟に解する損害概念に対応し、かつ利得禁止原則に
触れない範囲においては、損害保険の契約類型としてその有効性を認めてよいという考え
方を導くことになる。このように、基礎理論の研究は、保険商品の枠組みや骨格を考えて
いくうえでも、意義がある。
しかしながら、残された課題も存在する。
まず、本研究では、損害てん補という給付の方式から理論を構築して、そこから被保険
利益の位置付けを示した。しかしながら、その被保険利益とは何かという問題に対する回
答は、直接的には示していない。本論文の結論からは、被保険利益とは、てん補対象とす
る損害が発生するリスクを指し、そのリスクの引受けが契約の目的であり、よって、その
リスクの前提となる状況がなければ、そのリスク自体が存在しないので契約は原始的に無
効となるという考え方が導かれる。しかしながら、損害保険契約の目的としての被保険利
益についてのこのように理解してよいかについては、諸外国における研究も踏まえて、更
に研究する必要がある。
第 2 に、本論文では、種々の損害保険のうち、海上保険を中心として、物・財産の損害
保険を中心に考察を加えた。それは、これらの保険契約は、損害てん補の保険契約の典型
的な形態といえ、契約法の理論を最も純粋な形で考察できるためである。しかしながら、
本論文で示した理論は、基本的には、その他の類型の損害保険契約についてもあてはまる
ものと考えられる。ただし、人の損害保険については、別の考察も必要と考えられる。そ
の理由は、形式的には、損害てん補原則の適用のある損害保険契約という外形をとりなが
らも、その経済的実質は、人の保険として、定額給付の保険と変わらないと考えられる場
合があるためである。そして、全く同一の事象に対して、損害てん補、定額給付、その他
の各種給付がなされ、また、そのような契約の重畳的締結が認められている場合もあるた
めである。こうした生命、傷害、疾病などの人の分野については、本論文の理論を利用し
つつも、別な配慮が必要と考えられる。これらの人の保険における損害てん補のあり方の
問題も、今後の課題となる。
第 3 に、本論文で導かれる考え方によれば、損害てん補における損害概念は、柔軟性が
あってよく、その限界が利得禁止原則ということになる。損害概念を柔軟化させていけば、
損害とは経済的な必要という範囲に向けててん補の対象は広がっていくが、その結果、損
害保険と定額保険の境界はあいまいになっていく。一方、利得禁止原則は、社会的な禁止
原則であり、禁止を正当化するためには、被保険者の財政状況を基礎として、その実態の
存在を根拠とすべきと考えられる。よって、利得禁止原則の発動は、具体的事実関係によ
って判断されるべきことといえる。これらの結論をもとにすれば、物・財産の保険におい
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ても、利得禁止原則に抵触しない範囲においては、定額給付方式を採用することに理論的
に問題はないということになるし、逆に、定額給付方式の人の保険についても利得禁止原
則に触れる状況は存在し得るということになる。生命保険契約について利得禁止原則は存
在するか、その場合には、いかなる状態を禁止の対象とするかの考え方については、更に
検討を深める必要がある。同じことは、保険デリバティブにおいても問題となりえる。保
険という枠組みを利用せずに、保険デリバティブという形式を利用した場合には、民法 90
条で無効となるレベルまで何の利得禁止原則も適用されないと理解してよいかとなるが、
その点も更に検討すべき課題である。
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＜本論文の構造図＞ 「損害保険における損害てん補の本質」
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